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１ 
乾
物
摂
取
量
は
十
分
か 

牛
群
の
高
い
健
康
水
準
を
維
持
し
つ
つ
、

高
生
産
を
得
る
た
め
に
は
、
牛
た
ち
に
も

り
も
り
食
べ
て
も
ら
う
（
乾
物
摂
取
量
を

高
め
る
）
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。 

乾
物
摂
取
量
の
充
足
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

す
る
方
法
の
一
つ
に
、
ル
ー
メ
ン
フ
ィ
ル

ス
コ
ア
が
あ
り
ま
す
。
ル
ー
メ
ン
の
充
満

度
を
評
価
す
る
も
の
で
、
摂
取
さ
れ
た
飼

料
の
量
が
反
映
さ
れ
ま
す
。
ル
ー
メ
ン
フ

ィ
ル
ス
コ
ア
は
、
牛
の
左
後
方
に
立
ち
、
左

膁
部
の
く
ぼ
み
具
合
、
腰
椎
横
突
起
下
部

と
腰
角
か
ら
伸
び
る
皮
膚
の
向
か
っ
て
い

る
方
向
、
最
後
肋
骨
後
部
の
ル
ー
メ
ン
窩

の
深
さ
で
評
価
し
ま
す
（
図
１
）。
ル
ー
メ

ン
の
充
満
度
（
乾
物
摂
取
量
）
が
不
足
し
て

い
る
場
合
は
、
そ
れ
そ
の
も
の
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
不
足
の
原
因
と
な
る
た
め
、
食
べ
ら

れ
な
い
原
因
を
究
明
し
、
対
処
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

２ 

ス
ト
レ
ス
＝
乾
物
摂
取
量
の
減
少 

 

乾
物
摂
取
量
を
向
上
さ
せ
る
上
で
、
乳

牛
が
ど
う
い
う
動
物
な
の
か
を
あ
ら
た
め

て
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
表
１
）。

問
題
を
抱
え
て
い
る
農
場
で
は
普
段
何
気

な
く
行
っ
て
い
る
群
移
動
、
繋
留
、
給
餌
方

法
な
ど
が
、
乳
牛
に
と
っ
て
大
き
な
ス
ト

レ
ス
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

ス
ト
レ
ス
に
よ
り
体
脂
肪
が
動
員
さ
れ
、

血
液
中
の
遊
離
脂
肪
酸
が
増
加
し
ま
す
。

遊
離
脂
肪
酸
が
肝
臓
で
代
謝
さ
れ
る
際
に

満
腹
中
枢
が
刺
激
さ
れ
、
乾
物
摂
取
量
が

減
少
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

３ 

カ
ウ
・
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
と
乾
物
摂
取
量 

カ
ウ
・
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
（
乳
牛
の
快
適
性
）

と
い
う
概
念
が
生
産
現
場
で
広
く
浸
透
し
、

応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ウ
・
コ
ン
フ
ォ
ー

ト
と
は
、
採
食
、
歩
行
、
飲
水
、
寝
起
き
、

反
芻
、
排
泄
と
い
っ
た
行
動
を
物
理
的
・
心

理
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
な
く
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。「
喰

い
や
す
く
て
食
欲
を
そ
そ
る
飼
槽
」、「
滑

り
づ
ら
く
移
動
が
し
や
す
い
通
路
」、「
飲

み
や
す
い
水
槽
の
構
造
と
位
置
」、「
寝
起

き
し
や
す
い
牛
床
と
繋
留
方
法
」、「
新
鮮

な
空
気
と
適
当
な
温
・
湿
度
お
よ
び
風
速

を
保
証
で
き
る
牛
舎
」
な
ど
、
管
理
、
、
方
法
も

、
、
、

含
め
た

、
、
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
あ
り
ま
す
。

適
正
な
飼
養
密
度
を
保
つ
こ
と
も
そ
の
一

つ
で
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
は
す
べ
て
乾
物

摂
取
量
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。 

４ 

分
娩
前
後
の
管
理 

分
娩
を
控
え
た
乾
乳
牛
や
初
妊
牛
は
、

周
産
期
疾
病
の
発
生
や
分
娩
後
の
生
産
性

に
大
き
く
影
響
す
る
た
め
、
乾
物
摂
取
量

の
確
保
に
向
け
た
配
慮
が
と
く
に
必
要
で

す
。
分
娩
後
の
胎
盤
排
出
の
早
さ
を
周
産

期
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
い
る
農
場
が

あ
り
ま
す
。
胎
盤
停
滞
の
多
く
は
分
娩
前

の
乾
物
摂
取
量
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
不
足
が
起

因
し
て
発
生
し
ま
す
（
写
真
１
）。
当
農
場

で
は
、
①
す
べ
て
の
牛
群
で
飼
養
密
度
を

85
％
以
下
と
す
る
（
乾
乳
前
期
は
パ
ド
ッ

ク
を
併
設
）（
写
真
２
）、
②
牛
の
移
動
は
必

ず
２
頭
以
上
で
行
う
、
③
乾
乳
時
の
趾
蹄

の
観
察
と
治
療
、
④
エ
サ
変
化
へ
の
徹
底

し
た
馴
致
な
ど
、
乾
物
摂
取
量
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
ガ
チ
な

、
、
、
取
組
、
、
を
行
っ
て
い
ま

す
。
胎
盤
停
滞
の
発
生
は
、
子
宮
へ
の
細
菌

汚
染
、
発
熱
か
ら
の
食
欲
減
退
の
み
な
ら

ず
、
繁
殖
性
の
低
下
に
つ
な
が
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
当
農
場
の
初
回
授
精
受
胎
率
は

50
％
超
、
妊
娠
率
は
34
％
（
目
標
20
％

以
上
）
と
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。 

乳牛の不安・警戒心を解くことが乾物摂取量の向上につながります 

表１ 乳牛はどういう動物なのか 

乳
牛
に
も
り
も
り
食
べ
て
も
ら
う
。 

 

写真１ 胎盤

停滞は乾乳期

間における乾

物摂取量（エ

ネルギー）不

足のサインで

す 

図１ ルーメンフィルスコア 

写真２ 適正な飼養密度と乳

牛の快適性を徹底した搾乳牛
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